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　ઌ݄も݈ͮ߁くりのおしでしたが、݄ࠓ

もͦのଓきから。

　݄̒��にஜେֶのٱڭतにおӽし

いただき、ࢱձؗߨԋをいただきました。

ʑ歩くことでと݈߁のؔにͭいてσʔλ

にͮجいてઆ໌していただき、歩が૿͑

るとҩྍඅがݮり、݈߁になるとい こ͏とを

おしいただきました。ศརだからとࣗ動ं

をར༻するੜ׆は、ٿのڥにもѱӨڹ

を༩͑、ࣗの݈߁のたΊにもならないの

で、も とͬ歩くことをਪするまちͮくりをਐ

Ίたいとͬࢥています。

　こΕからのொのࡦにもh ʱはେきな߁݈

பとして、さま͟まなࡦをԣஅするܗ

でऔりೖΕていこ͏ とͬࢥています。

　また、ಉ͡に࿈ڠܞఆをక݁したࣜג

ձࣾϛϧεをは͡Ί、さま͟まなຽؒۀا

のݟେֶのؔػڀݚのྗڠをいただ

きながら、ਐΊていけΕばとͬࢥています。

ձؗ、ྍॴ、などࢱ、ࠓ　

のٺԽしたެࢪڞઃをෳ߹ࢪઃにして

උするߏをまとΊています。ொຽのօさん

にごઆ໌させていただきながらਐΊていこ͏

とͬࢥていますが、ͦのதにもh ʱもॏ߁݈

ཁなࢹとしてऔりೖ

Εていこ͏ とͬࢥていま

す。
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基
本
構
想
決
定

　　

中
央
市
街
地
に
お
け
る
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
な
ど
の
在
り
方
を
考
え

る
た
め
、
昨
年
11
月
に
公
共
施
設
等

集
約
化
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

３
回
の
会
議
を
開
催
し
、
公
共
施
設

な
ど
を
集
約
化
し
効
率
的
で
利
便
性

の
高
い
複
合
施
設
と
し
て
整
備
す
る

た
め
『
複
合
施
設
整
備
事
業
基
本
構

想
案
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
機
関
等
へ
の
説
明

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を

経
て
、
本
年
２
月
に
基
本
構
想
と
し

て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
案
の
策
定

　　

第
４
回
の
会
議
で
は
基
本
計
画

（
案
）
の
策
定
に
着
手
し
、
他
市
町

村
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
複
合

施
設
の
テ
ー
マ
（
コ
ン
セ
プ
ト
）
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

第
５
回
の
会
議
で
は
複
合
施
設
の

規
模
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
、
第
６
回
の
会
議
で
北
海
道

大
学
の
学
生
・
大
学
院
生
（
建
築
関

係
）の
協
力
の
も
と
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
（
全
員
が
参
加
し
て
自
ら
作

業
し
作
り
上
げ
る
手
法
）
で
具
体
的

な
建
物
配
置
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
結
果
を
も
と
に
、
事
務

局
で
『
複
合
施
設
整
備
事
業
基
本
計

画
素
案
』
を
作
成
し
、
第
７
回
の
会

議
で
協
議
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
の
意

見
を
反
映
さ
せ
て
基
本
計
画
（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
設
計
へ
の
期
待

　

検
討
委
員
会
が
設
定
さ
れ
て
か

ら
、
ひ
と
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
計
７

回
の
会
議
を
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
今
回
、
基
本
計
画
（
案
）
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

複
合
施
設
の
規
模
や
機
能
、
具
体

的
な
施
設
配
置
に
つ
い
て
、
各
委
員

か
ら
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
出

し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
基
本
と

な
る
考
え
方
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
た
後
は
、

基
本
設
計
業
務
へ
と
移
り
専
門
家
が

具
体
的
な
建
物
の
形
に
し
て
い
く
段

階
に
入
り
ま
す
が
、
本
計
画
の
趣
旨

を
十
分
に
活
か
し
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
施
設

と
な
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
新
た
な
複
合
施
設
に

持
た
せ
る
機
能
を
中
心
に
、
次
号
で

は
施
設
の
規
模
と
配
置
つ
い
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　ฏ ��  �� ݄߸おΑͼฏ �� ݄̎߸のใで、
ʰެࢪڞઃのࡏり方を͑ߟるʱとして、̎ճのಛूを
みました。ͦのޙ、ฏ �� ݄̎にʰෳ߹ࢪઃඋ
جのεςοϓとしてʰ࣍、ʱがܾఆさΕߏ本جۀࣄ
本ܭըʱをࡦఆするたΊ、ொؔؔػɾஂମのද
ऀなどでߏさΕたެࢪڞઃूԽݕ౼ҕһձにΑ
り̐ܭճのձٞが։かΕました。
さΕたձٞの֓ཁとࢪใ݄̎߸Ҏ߱に࣮、ճはࠓ　
ͦのՌであるʰෳ߹ࢪઃݐઃجۀࣄ本ܭըʢҊʣɦ に
ͭいてお͑します。 ৽ͨͳෳ߹ࢪઃͷػ編

ॅຽઆ໌ձͱύϒϦοΫίϝϯτΛ࣮͠ࢪま͢
ɹ本基本計画（Ҋ）についてօ͞まのҙ見Λおฉかせくͩ
͞いɻ࣍のとおり住民説明会およびパブリックコメントΛ
࣮施͠ますɻ

̍ɹॅຽઆ໌ձ
ᶃதԝ市֗ɹ７月̑日 ɹޕ後̒時 30 ～ޕ後８時
ɹɹɹɹɹɹɹɹ૯合福祉会館ɹ̎֊会ٞ室
ᶄͻ り۠͡ɹ７月̒日 ɹޕલ 10 時～ޕલ 11 時 30 
ɹɹɹɹɹɹɹɹふれあい交流館ɹ１֊会ٞ室
̎ɹύϒϦοΫίϝϯτ

˙ҙؒظूืݟ
７月̎日 ～７月 31 日 

˙ެදํ๏
ϗーϜϖーδͰの公දɺおよびまちͮくりਪਐ՝ɺふれ
あい交流館Ͱڙཡ

˙ఏग़ํ๏
のいͣれかのํ๏Ͱఏ出͠てくͩ࣍ ͞いɻҙ見ॻ༷ࣜ
ɺϗーϜϖーδにࡌܝするととにɺまちͮくりਪਐ

՝およびふれあい交流館に設ஔ͠ます（ҙ༷ࣜͰ
Մ）ɻͳおɺఏ出のࡍɺ住ॴɺ໊ࢯ（๏人ͦのଞのஂ
ମにあってɺ໊ শɺ事ॴまͨ事業ॴのॴࡏお
よびද者の໊ࢯ）ɺి ൪߸Λهೖ͠てくͩ ͞いɻ
ᶃి子メールɹLJLBLV!UPXO�IJHBTIJLBHVSB�MH�KQ
ᶄ༣ૹまͨ࣋参（東神楽町まちͮくりਪਐ՝あて）
˟071�15�2ɹ東神楽町ೆ 1 1ஸ 3൪ 2߸
ᶅ̛̖̭によるํ๏ɹ01���83�4180
˞ఏ出͞れͨҙ見の内༰と町のߟえํについてɺ
Ｈ̥Ͱ公ද͠ます（໊ࢯͳͲのݸ人ใについ
てɺҰ切公ද͠ません）ɻͳおɺఏ出͞れͨҙ
見についてɺݸผのճ͠ませんのͰྃ͝
ঝくͩ ͞いɻ

˙͍߹Θͤ
まちͮくりਪਐ՝（ὸ 83�2113）
設水道՝（ὸݐ 83�5414））
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۠　 උͷํੑ

จԽػ

ɾจԽϗʔϧɺՄಈࣜͷݻఆ੮ 300 ੮ఔͱҜࢠ੮ 200 ੮ఔͷ߹ܭ 500 ੮ఔͷنͰܭը͠ま͢ɻ
ɾ؍ཡ੮ɺऩೲݿʹՄಈࣜͰऩೲՄͳͷͱ͠ɺେنͳձ߹ͳͲͷ平໘తͳར༻ʹରԠ͕Ͱ͖ΔΑ͏

ը͠ま͢ɻܭ
ɾՄಈࣜͷݻఆ੮ɺ上ஈ੮͔Βग़ೖりͰ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ
ɾߨԋɺԋܶɺԋձͳͲͷ͠࠵ͷ։࠵Λఆ͠ɺԻڹর໌ͳͲͷઃඋΛܭը͠ま͢ɻ
ɾԻ楽ԋܶͳͲͰ༻͢Δ楽ثେ道۩Λग़͠ೖΕ͍͢͠Α͏ɺ͍ൖೖٴޱͼൖೖܦ࿏Λܭը͠ま͢ɻ

ػྲྀަ

ɾΧϑΣɾαϩϯɺ؆қͳਥઃඋΛ༗͠ɺ30 ੮ఔͷنͰܭը͠ま͢ɻ
ɾ町ຽ׆ಈࣨͱྡͤ͞ɺॅຽ׆ಈͷڌͱͳΔεϖʔεͱͯ͠ܭը͠ま͢ɻ
ɾ町ͷಛ࢈ͳͲΛలࣔ͢ΔεϖʔεΛܭը͠ま͢ɻ
ɾ町ͷใ発৴ྗΛڧԽ͢ΔͨΊެऺແઢ LA/ Λඋ͠ま͢ɻ

ػ૬ஊ߁݈
ɾଟ目తަྲྀࣨɺอ݈ࢦಋٴͼྸߴ者͕͍ܰମૢɾӡಈ͕ग़དྷΔΑ͏ͳنͰܭը͠ま͢ɻ
ɾ݈߁ͷӺɺར༻͢͠くɺΘ͔り͍͢Ґஔʹઃஔ͠ɺଌఆثػͳͲϒʔεΛઃஔ͢ΔͳͲϓϥΠόγʔ

ʹྀ͠ܭը͠ま͢ɻ

ྍػ

ɾࣨɺײછױ者ͱ͚ͯͰ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ
ɾࣨڸࢹɺࠪݕɺॲஔɺચড়͕行͑ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ
ɾణࣨɺ໊̐ఔ͕ಉ࣌ʹར༻Ͱ͖ΔنͰܭը͠ま͢ɻ
ɾ߹ࣨɺ༮ࣇ༻ɺײછ者༻ʹ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ
ɾϨϯτήϯࣨɺ৺ి図ͷଌఆͰ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ

行૭ػޱ

ɾదͳಈઢܭըΛ行͍ɺར༻者͕Θ͔り͍͢Ґஔʹ૯߹Ҋ૭ޱΛܭը͠ま͢ɻ
ɾ֤छ૭ޱಧग़ɺূ໌ॻͷ発行ͳͲɺ町ຽར༻ͷଟ͍૭ޱΛ༗͢Δ課ɺ１֊ʹஔ͠ɺ૭ޱαʔϏεͷޮ

ԽͱਝͳରԠΛΊ͟͠ま͢ɻ
ɾ૭ޱΧϯλʔඞཁ༻్ʹԠͯ͡ɺ͍͍͢ϩʔΧϯλʔΛઃஔ͠ま͢ɻまͨɺ町ຽͷϓϥΠόγʔ

Λ֬อ͢ΔͨΊɺΧϯλʔͷ൘ͷ࠾༻Λݕ౼͠ま͢ɻ
ɾࣥࣨͷҰ֯ʹϓϥΠόγʔอޢʹྀ͠ɺύʔςΟγϣϯʹΑりͬͨϒʔεܕܕࣨݸͳͲʹΑりɺ

҆৺ͯ͠૬ஊͰ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ
ɾࢠͲ࿈Εͷํʹྀͨ͠૬ஊࣨܭը͠ま͢ɻ

ࣥػ

ɾ։์తͰࢹೝੑͷΑ͍ΦʔϓϯϑϩΞΛجຊʹɺ৬һؒͷίϛϡχέʔγϣϯ͕図り͍͢ޮతͳۭࣥ
ؒΛඋ͠ま͢ɻۭࣥؒͱར༻者ۭؒΛ໌֬ʹ۠Ͱ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ

ɾࣥصͳͲͷث۩ɺϢχόʔαϧϨΠΞτʹجづ͖ܭը͠ま͢ɻ
ɾࣥࣨʹۀଧ߹ͤʹదͨ͠খنͳଧ߹ͤεϖʔεͷઃஔΛݕ౼͠ま͢ɻ
ɾ行ӡӦ上ඞཁͳձٞࣨΛඋ͠ま͢ɻ
ɾظ日લථ֬ఆਃ࣌ࠂͷࠞࡶ؇ΛΊ͟͠ɺྟ࣌తͳಛઃεϖʔεΛ֬อ͠ま͢ɻ

ػࡂ

ɾࡂରࣨࡦʹɺใऩ集発৴͢ΔͨΊͷ์ૹɾ௨৴ઃඋΛܭը͠ま͢ɻ
ɾࡂඋݿɺࡂͷൖग़ೖΛྀͨ͠ߟҐஔʹܭը͠ま͢ɻ
ɾආεϖʔεɺ100 ໊ఔΛऩ༰Ͱ͖ΔنͰܭը͠ま͢ɻ
ɾறंεϖʔεɺ࣌ࡂʹࡂඋݿͷࡂͷൖग़ೖͷࡍʹར༻Ͱ͖ΔΑ͏ͳҐஔʹܭը͠ま͢ɻ

ػઃཧࢪ

ɾর໌ث۩ۭؾௐثػͳͲলΤωϧΪʔʹྀͨ͠ઃඋΛબఆ͠ま͢ɻ
ɾػ͝ͱʹඞཁʹԠͯ͡ɺ൜Χϝϥͷઃஔग़ୀཤྺ͕ΔΑ͏ʹݸਓΛࣝผͯ͠։ৣ͢ΔγεςϜͷ࠾

༻ͳͲɺηΩϡϦςΟڧԽΛ図りま͢ɻ
ɾظతͳϥϯχϯάίετͷൺֱΛ行͍ɺઃඋͳͲΛબఆ͠ま͢ɻ
ɾ֎ࡐɺಛघͳ๏ͱͤͣɺ町ݐઃۀ者͕ҡิ࣋मͰ͖ΔࡐྉΛબఆ͠ま͢ɻ

ं྆֨ೲػ

ɾ༻ंʢެ༻ंʣ֨ೲݿɺॎྻͰͷं྆ͷ֨ೲؚΊݕ౼͠ɺޮతͳར༻͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹܭը͠ま͢ɻ
ɾόε֨ೲݿɺચं͕Ͱ͖Δઃඋ͓ΑͼεϖʔεΛܭը͠ま͢ɻ
ɾফंʢୈ１ஂʣ֨ೲݿɺόε֨ೲݿͱಉҰ౩Ͱܭը͠ま͢ɻ
ɾࣨܜٳɺݐઃं྆֨ೲݿͱόε֨ೲݿʹͦΕͧΕྡͯ͠ܭը͠ま͢ɻ
ɾ֤֨ೲݿʹɺͦΕͧΕͷं྆ͷλΠϠͳͲͷΛऩೲ͢ΔεϖʔεΛܭը͠ま͢ɻ

ͦͷଞػ

ɾΩοζεϖʔεɺ߹͍εϖʔεͷҐஔʹܭը͠ま͢ɻ
ɾརศࢪઃɺෳ߹ࢪઃΛհͣ͞ʹ֎෦͔Βग़ೖりͰ͖ΔҐஔʹܭը͠ま͢ɻ
ɾݿʹɺݐઃࡐࢿܥɺΠϕϯτͰ༻͢Δ൘ςϯτͳͲɺΰϛΛอ͢Δεϖʔεͱ͍ݘೣΛอ

ը͠ま͢ɻܭΔεϖʔεΛ͢ޢ

˙৽ͨͳෳ߹ࢪઃͷςʔϚʢίϯηϓτʣ
・東神楽のシンボル（إ）とͳる施設
・複合Խによるɺに͗わい・交流の相ޮՌの࣮ݱ
い施設ߴと͠て҆શ性のڌࡂにྀ͠ɺڥ・

˞整備のํ向性ɺࢴ໘の合上ɺҰ෦লུ͠て͠ࡌܝていますɻ

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̓ 月
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͍ͯͭʹྉݥอ߁ຽ݈ࠃ˔
ɹ広Ҭ࿈合ٞ会Ͱɺ平成３̌年度ࠃ民健康อݥྉ͕ܾまりまͨ͠ɻ
ɹอࡒݥのঢ়گͳͲΛとにेにݕ౼ͨ݁͠ՌɺอݥྉΛ変更することにܾ定͠まͨ͠ɻ
ɹこれまͰとಉ༷に加ೖ者のօ͞ま͕҆৺͠てҩྍΛ受けΒれる事業運営のͨΊɺ͝ཧղ͝ྗڠΛおئい͠ますɻ

˔ฏ ��ࠃຽ݈߁อݥྉද

ҩྍ ԉۚ˞１ࢧ հޢ˞̎

ॴಘׂ 5�1ˋʢ5�6ˋʣ 1�8ˋʢ1�5ˋʣ 1�2ˋʢ1�1ˋʣ

ׂ࢈ࢿ 10�0ˋʢ20�0ˋʣ 4�0ˋʢ8�0ˋʣ 2�0ˋʢ4�3ˋʣ

ׂۉ

ʢ１ਓ͋ͨりʣ
 22000 ԁʢ20000 ԁʣ 7800 ԁʢ7000 ԁʣ 8800 ԁʢ7000 ԁʣ

※
３

ͷֹޙݮׂܰ̓ 6600 ԁʢ6000 ԁʣ 2340 ԁʢ2100 ԁʣ 2640 ԁʢ2100 ԁʣ

ͷֹޙݮׂܰ̑  11000 ԁʢ10000 ԁʣ 3900 ԁʢ3500 ԁʣ 4400 ԁʢ3500 ԁʣ

ͷֹޙݮׂܰ̎ 17600 ԁʢ16000 ԁʣ 6240 ԁʢ5600 ԁʣ 7040 ԁʢ5600 ԁʣ

平ׂ

ʢ１ੈଳ͋ͨりʣ
27000 ԁʢ37000 ԁʣ 9000 ԁʢ9800 ԁʣ 8000 ԁʢ9000 ԁʣ

※
３

ͷֹޙݮׂܰ̓ 8100 ԁʢ11100 ԁʣ 2700 ԁʢ2940 ԁʣ 2400 ԁʢ2700 ԁʣ

ͷֹޙݮׂܰ̑ 13500 ԁʢ18500 ԁʣ 4500 ԁʢ4900 ԁʣ 4000 ԁʢ4500 ԁʣ

ͷֹޙݮׂܰ̎ 21600 ԁʢ29600 ԁʣ 7200 ԁʢ7840 ԁʣ 6400 ԁʢ7200 ԁʣ

ො課ݶֹ 580000 ԁʢ540000 ԁʣ 190000 ԁʢมߋͳ͠ʣ 160000 ԁʢมߋͳ͠ʣ

ԉ金とɺ74ࢧ１˞ 歳ҎԼの人͕ೲΊるɺ後ྸߴظ者ҩྍ੍度に
ඞཁͳ૯ҩྍඅのҰ෦Λෛ୲するʰ後ྸߴظ者ࢧԉ金ʱͰすɻ

˞̎հޢとɺ40 歳～ �4 歳の人（հޢอݥのୈ̎߸ඃอݥ者）͕
ೲΊるհޢอݥྉ相Ͱすɻ

˞３લ年ॴಘ͕Ұ定の基४ֹにຬͨͳいੈଳɺۉ等ׂと平等ׂにつ
いて͕ܰݮద用͞れますɻ

˙อݥྉʹؔ͢Δ͓͍߹Θͤઌ
େઇ۠広Ҭ࿈合ɹࠃ民健康อݥ
ରࡦ室・հޢอݥରࡦ室ɹὸ 82�3��7

˙ೲ૬ஊ૭ޱ
東神楽町　੫՝ऩೲରࡦ
άルーϓɹɹὸ 83�5404（௨）

　อݥྉΛࢉ出する場合のอݥྉɺ࣍のとおりͰすɻ（ɹ）લ年度ɻ

平成30	2018
年ɾ̓ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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˔հޢอݥྉʹ͍ͭͯ
ɹհޢอڅݥ付අͳͲにるඅ用のݯࡒɺ�5 歳Ҏ上のํのୈ１߸ඃอݥ者ɺ40
歳Ҏ上 �5 歳ະຬのํのୈ̎߸ඃอݥ者のօ͞まかΒೲΊていͨͩくอݥྉとɺ公
අ（੫金）Ͱすɻͦのෛ୲ׂ合ɺ３年͝とにࡦ定するհޢอݥ事業計画Ͱ見込ま
れているେઇ۠広Ҭ࿈合શମのհޢサーϏス （ྔඅ用）に基ͮいて計͠ࢉておりɺ
30 年度かΒ 32 年度まͰ３年間のอݥྉの基४ֹ 72�2� ԁ（月ֹ相 �077 ԁ）
Ͱすɻ

େઇ۠Ҭ࿈߹ͷհޢαʔϏεʹ͔͔Δඅ༻ʢશମ ���ˋʣ

ެඅʢ੫ۚ 50ˋʣ
ʢࠃɾ道ɾҬ࿈߹ʣ

ୈ１߸ඃอݥ者ͷอݥྉ
ʢ23ˋʣ

ୈ̎߸ඃอݥ者ͷอݥྉ
ʢ27ˋʣ

ʲୈ̍߸อऀݥͷհޢอݥྉஈ֊ͱอݥྉֹʢฏ �� ʙฏ �� ʣr

ॴಘஈ֊ ରऀཁ݅
ʹ४ֹج

ର͢Δׂ߹
อݥྉ

ʢֹʣ

ୈ１ஈ֊
ੜ׆อޢͷडڅ者ɺੈଳશһॅຽ੫ඇ課੫Ͱྸࢱ年ۚͷडڅ者まͨຊਓͷલ

年ͷ߹ܭॴಘֹۚʴ課੫年ۚऩೖֹͷ߹͕ܭ 80 ສԁҎԼͷํ

४ֹʷج 0�50

ެඅܰޙݮ

ʢج४ֹʷ 0�45ʣ

36500 ԁ

ެඅܰޙݮ

ʢ32800 ԁʣ

ୈ̎ஈ֊
ੈଳશһॅຽ੫ඇ課੫Ͱɺຊਓͷલ年ͷ߹ܭॴಘֹۚʴ課੫年ۚऩೖֹͷ߹͕ܭ 80
ສԁΛ͑ɺ120 ສԁҎԼͷํ

४ֹʷج 0�70 51000 ԁ

ୈ̏ஈ֊
ੈଳશһॅຽ੫ඇ課੫Ͱɺຊਓͷલ年ͷ߹ܭॴಘֹۚʴ課੫年ۚऩೖֹͷ߹͕ܭ
120 ສԁΛ͑Δํ

४ֹʷ̌�75ج 54700 ԁ

ୈ̐ஈ֊
ॅຽ੫課੫ੈଳͰɺຊਓ͕ॅຽ੫ඇ課੫Ͱ͋りɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹۚʴ課੫年ۚऩ
ೖֹͷ߹͕ܭ 80 ສԁҎԼͷํ

४ֹʷ̌�88ج 64200 ԁ

ୈ̑ஈ֊ ॅຽ੫課੫ੈଳͰɺຊਓ͕ॅຽ੫ඇ課੫Ͱ͋りɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹۚʴ課੫年ۚऩ
ೖֹͷ߹͕ܭ 80 ສԁΛ͑Δํ

४ֹج
	72929 ʷ 1�00


72900 ԁ

ୈ６ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚ 120 ສԁະຬͷํ ४ֹʷ１�26ج 91900 ԁ

ୈ̓ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 120 ສԁҎ上 200 ສԁະຬͷํ ४ֹʷ１�30ج 94800 ԁ

ୈ̔ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 200 ສԁҎ上 300 ສԁະຬͷํ ४ֹʷ１�57ج 114500 ԁ

ୈ̕ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 300 ສԁҎ上 400 ສԁະຬͷํ ४ֹʷ１�60ج 116700 ԁ

ୈ 10 ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 400 ສԁҎ上 600 ສԁະຬͷํ ४ֹʷ１�87ج 136400 ԁ

ୈ 11 ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 600 ສԁҎ上 800 ສԁະຬͷํ ४ֹʷ̎�13ج 155300 ԁ

ୈ 12 ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 800 ສԁҎ上 1000 ສԁະຬͷํ ४ֹʷج 2�33 169900 ԁ

ୈ 13 ஈ֊ ຊਓ͕ॅຽ੫課੫Ͱɺલ年ͷ߹ܭॴಘֹ͕ۚॴಘ 1000 ສԁҎ上ͷํ ४ֹʷج 2�53 184500 ԁ

のϖーδにଓきます࣍˞

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̓ 月
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˔อݥྉͷೲݶظ
　大雪地区広域連合の国民健康保険料（普通徴収）、介護保険料（普
通徴収）ならびに後期高齢者医療保険料（普通徴収）の納期限は
次のとおりとなっています。納期限内の納付をお願いします。
　納期限を過ぎますと延滞金が徴収される場合がありますので、
注意してください。
　期限内の納付が難しい場合は、分割納付などの制度もあります
ので、お住まいの役場の納付相談窓口にてご相談ください。

ʲอݥྉೲݶظʳ

ୈ１ظ 平成 30 年̓月 31 日 

ୈ̎ظ 平成 30 年̔月 31 日 

ୈ̏ظ 平成 30 年 10 月１日 

ୈ̐ظ 平成 30 年 10 月 31 日 

ୈ̑ظ 平成 30 年 11 月 30 日 

ୈ６ظ 平成 30 年 12 月 28 日 

ୈ̓ظ 平成 31 年 １月 3 1 日 

˔อݥྉͷೲํ๏ͷมߋʹ͍ͭͯ
ɹ国民健康保険料ならびに後期高齢者医療保険料について、現在年金からのお支払い（特別徴収）となっている方、
または特別徴収開始通知書により 10月以降特別徴収となる方については、お支払い方法を口座振替に切り替える
ことができます。
　10月以降の特別徴収分を口座振替に切り替えることをご希望の場合は、７月 31㈫までにお住まいの役場の国
保担当窓口（または収納担当窓口）にて納付方法の変更の申し出の手続きを行ってください。

˗खଓ͖ʹඞཁͳͷ
本人のอূݥ・ৼସޱ座の༬金௨ா・௨ாのおಧけҹ
˞հޢอݥྉೲํ๏ͷมߋͰ͖·ͤΜのͰɺ͝ҙくͩ͞いɻ

͍ͯͭʹྉݥҩྍอऀྸߴظޙ˔
　ඃอݥ者のօ͞まにおࢧいいͨͩくอݥྉɺ北海道後ྸߴظ者ҩྍ広Ҭ࿈合͕̎年͝とに定ΊるอݥྉΛ
とにܾΊることにͳっていますɻࠓ年ͦの１年にͳりɺඃอݥ者શ員͕ෛ୲するʮۉ等ׂʯとલ年のॴಘに
Ԡ͡てෛ୲するʮॴಘׂʯの合計ֹにͳりますɻ
ɹ平成 30 年度อݥྉֹܾ定௨ॻٴびೲ付௨ॻ（ී௨ऩ）・特ผऩ開始௨ॻΛ７月த०にૹ付͞せていͨ
ͩきますɻ平成 30 年度のอݥྉ࣍のとおりͰすɻ

˔ฏ̏̌ɹऀྸߴظޙҩྍอݥྉදɹ˞ (ɹ)  28・2� 年度

ॴಘׂ
105�ˋ
(1051ˋ )

基४ॴಘݮ等ׂɹ<ɹ> ܰۉ
50205 ԁ
(4�80� ԁ )

� ֹݮׂܰ <33 ສԁかつඃอݥ者શ員͕年金ऩೖ 80ສԁҎԼͰଞのॴಘ͕ͳい >
5020 ԁ
(4�80 ԁ )

8�5 ֹݮׂܰ <33 ສԁ >
7530 ԁ
(7471 ԁ )

5 ֹݮׂܰ <33 ສԁ �27�5 ສԁʷੈଳのඃอݥ者 >
25102 ԁ
(24�04 ԁ )

2 ֹݮׂܰ <33 ສԁ �50 ສԁʷੈଳのඃอݥ者 >
401�4 ԁ
(3�847 ԁ )

ො՝ݶ度ֹ
570000 ԁ
(570000 ԁ )

平成30	2018
年ɾ̓ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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˝
ܰ
ࣗ
ಈ
ं
੫
ͷ
ݮ
໔
ਃ

ͷ

　
ख
ଓ
͖
ʹ
ͭ
͍
て

　
　

身
体
障
が
い
、
ま
た
は
精
神
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
（
対
象
者
に
つ
き
１
台
ま
で
）
に

つ
い
て
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、

税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
該
当

に
な
る
方
は
７
月
24
日
㈫
ま
で
に
納

税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、
障
害
者

手
帳
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
す
で
に
他
の
車
両
（
普

通
自
動
車
な
ど
）
で
減
免
を
受
け
ら
れ

て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

要
件
な
ど
の
詳
細
は
税
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が

必
須
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
が
な
い
場
合
は
、
申
請
を
受

け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
、
翌
年
度

の
み
減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾇ
ཁ
݅

①
建
築
後
10
年
以
上
を
経
過
し
た
住
宅

②
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既
存

の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
⒜
住
宅

の
所
有
者
が
65
歳
以
上
の
方
、
⒝
要

介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、
⒞
障
が
い
の
あ
る
方

③
次
の
改
修
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
額
が
50
万
円
を
超
え
る
こ
と

　

⒜
廊
下
の
拡
幅
、
⒝
階
段
の
勾
配
の
緩

和
、
⒞
浴
室
の
改
良
、
⒟
便
所
の
改
良
、

⒠
手
す
り
の
取
り
付
け
、
⒡
床
の
段
差

の
解
消
、
⒢
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
、

⒣
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

ᾈ
ݮ
ֹ
ظ
ؒ
͓
Α
ͼ
੫
　ֹ

改
修
工
事
が

完
了
し
た
翌
年
度
１
年
分
に
限
り
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾉ
ద
༻
ൣ
ғ　

１
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾊ
ਃ
ࠂ
ํ
๏　

改
修
工
事
後
３
か
月
以
内

に
、
領
収
書
・
工
事
明
細
書
・
改
修
個

所
の
図
面
・
写
真
（
改
修
前
後
）・
補

助
金
な
ど
の
明
細
な
ど
の
関
係
書
類

を
添
付
し
、
税
務
課
へ
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※
⑴
②
⒝
に
該
当
の
方
は
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
、
⒞
に
該
当
の
方
は
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
の
写
し
も
添
付
。
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平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

一
定
の
耐
震
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

住
宅
の
固
定
資
産
税
額
が
一
定
期
間

減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾇ
ཁ
݅

①
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基

準
（
昭
和
56
年
６
月
１
日
施
行
）
に
適

合
す
る
一
定
の
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

③
工
事
費
用
が
50
万
円
超
え
で
あ
る
こ
と

（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工

事
の
契
約
手
続
き
が
完
了
し
た
場
合

は
30
万
円
以
上
）

ᾈ
ݮ
ֹ
ظ
ؒ
͓
Α
ͼ
੫
　ֹ

改
修
工
事
が

完
了
し
た
翌
年
度
１
年
分
に
限
り
固
定

資
産
税
の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す

　
（
た
だ
し
、
要
安
全
確
認
沿
道
建
築
物

に
該
当
す
る
住
宅
は
２
年
分
を
減
額
）

ᾉ
ద
༻
ൣ
ғ　

１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾊ
ਃ
ࠂ
ํ
๏　

改
修
工
事
後
３
か
月
以
内

に
、
領
収
書
、
⑴
②
の
耐
震
基
準
に

適
合
し
た
工
事
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
を
添
付
し
、
税
務
課
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
類
に
つ

い
て
は
、
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
住
宅
の
固
定
資
産
税
が
、翌
年
度
の

み
減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾇ
ཁ
݅

①
平
成
20
年
１
月
１
日
に
存
在
す
る
既
存

の
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

②
次
の
改
修
工
事
で
、
現
行
の
省
エ
ネ
基

準
に
新
た
に
適
合
し
、
費
用
が
50
万
円

超
え
で
あ
る
こ
と
⒜
窓
の
改
修
工
事
、

⒝
窓
の
改
修
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
・

天
井
ま
た
は
壁
の
断
熱
改
修
工
事

③
現
在
、
新
築
住
宅
軽
減
お
よ
び
耐
震
改

修
に
伴
う
減
額
を
受
け
て
い
な
い
建

物
で
あ
る
こ
と

ᾈ
ݮ
ֹ
ظ
ؒ
͓
Α
ͼ
੫
　ֹ

翌
年
度
１
年

分
に
限
り
改
修
家
屋
に
係
る
固
定
資

産
税
額
の
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま

す
。

ᾉ
ద
༻
ൣ
ғ　

１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

ᾊ
ਃ
ࠂ
ํ
๏　

改
修
工
事
後
３
か
月
以
内

に
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
工
事
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
添
付
し
、
税

務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
証
明

書
類
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
は
、
次
の

①
か
ら
③
に
該
当
す
る
方
を
除
き
、
３

月
15
日
ま
で
に
、
前
年
中
の
収
入
金

額
な
ど
を
記
載
し
た
住
民
税
の
申
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は

早
急
に
提
出
願
い
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、
住

民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た
も
の
と

み
な
さ
れ
ま
す
の
で
提
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
の
方

②
前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
に
係

る
所
得
の
み
で
あ
る
方

③
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
、
28
万
円
に

本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶

養
親
族
の
合
計
人
数
を
乗
じ
て
得
た

金
額
に
17
万
円
を
加
算
し
た
金
額
（
単

身
者
は
28
万
円
）
以
下
で
あ
る
方

※
配
偶
者
控
除
を
受
け
て
い
る
妻
ま
た
は

夫
も
し
く
は
扶
養
控
除
を
受
け
て
い

る
お
子
様
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
住
民

税
の
申
告
書
の
提
出
義
務
が
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
（
配
偶
者
の
職
場
で
年
末
調
整

を
行
っ
て
い
て
も
、
申
告
書
の
提
出

義
務
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
住
民
税
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
場
合

で
も
、
所
得
証
明
な
ど
が
必
要
な
場

合
や
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
を
受

け
る
た
め
（
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
全
員
の
所
得
が
一
定

基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
）
に
は

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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特

　
　集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板
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ɹՆ本൪にͳり東神楽産の৽Ͱおい͠いࡊΛ
にするػ会͕૿えてきまͨ͠ɻトマトやΩϡ
リɺピーマンͳͲのՆ͕ࡊ०Λܴえますɻ
օ͞んීஈかΒࡊΛͲのҐ৯ていますかʁ
ɹްੜ࿑ಇল͕ਪ͠ている1日にඞཁͳࡊの
ઁऔྔ 350 άラϜͰす͕ɺશての年におい
てඪઁऔྔにಧいてͳいの͕ݱঢ়Ͱすɻ
ɹある౷計によるとɺ１人１日あͨり 70 άラ
Ϝの͕ࡊෆ͠ているとݴわれています͕օ
͞んの৯ੜ׆Ͱいか͕Ͱ͠ΐうか・・・ɻ
ɹେき͞によります͕ɺϛχトマトͳΒ̒ݸか
Β７ݸ΄Ͳɻখ͞ΊのピーマンͳΒ̎ݸくΒいɻ
ΩϡリͳΒ̎の１本くΒい͕ 70 άラϜに
あͨりますɻ
ɹॵい日͕ଓくと؆୯ͳ໙ྨͩけͰ৯事Λࡁませ
て͠まう事あるかとࢥいます͕ɺͦんͳ時
ࡊΛͨっりೖれͨʰサラμ໙ʱにするとɺࡊ
ઁऔͰきɺӫ養のバランスάッとྑくͳりま
すɻछྨのࡊとՌΛみ合わせてʰフレッ
シϡδϡースʱにͨ͠りするͳͲ࣍ୈͰඪ
にಧきͦうͰすͶɻ

ɹࡊΛઁऔするといΖいΖͳメリット͕ありま
すɻࡊにମのௐ子Λ整えͨりɺػΛҡ࣋・
ௐ整ͨ͠りするのにඞཁͳϏλϛンɺϛωラル͕
ଟくؚまれていますɻまͨɺΧロリーや脂肪গ
ͳいのͰංຬ༧に͕ܨりますɻ৯事の時に
かΒ৯るʰϕδフΝストʱ݂の上ঢΛࡊ
؇やかにするとݴわれていますɻ

ɹۙ࠷Ͱ健康ҡ࣋や͕んͳͲの֤छ࣬ױのリス
クΛ੍するޮՌ͕ظ͞れているʰフィトケϛ
Χル （ɦػ性成）͕͞れていますɻ
ɹྫえɺトマトのい৭ૉͰあるʰリコピンʱ
ߴいࢎ߅Խ࡞用͕ありɺ໔Ӹྗアッϓやൃ͕ん
ΛえるޮՌ͕あるとݴわれていますɻまͨΩϡ
リにɺh ΧリϜʱというφトリϜΛഉ出
͞せる࡞用のある成ؚ͕まれていますのͰɺߴ
݂ѹやੜ׆श׳පの༧にޮՌ͕ظͰきますɻ
ɹこのようにࡊにମにྑいこと͕ࢁありま
すのͰɺੵۃతに৯ていͨͩきͨいͰすɻ৯ࡐ
͕ 1年Ͱ࠷おい͠くɺӫ養Ձ͕ߴくͳる時ظ
のことΛh ० とɦݴいますɻ東神楽産のh ०ࡊʱ
Λͨく͞ん৯てɺうগ͠ଓくՆΛؾݩにա͝
͠てくͩ͞いͶɻ

˞健康くΒͿのৄࡉ広ใ̒月߸Λ͝ཡくͩ͞いɻ

৯͍ͯ·͔͢ɾɾɾࡊ

দా͠ͷͿ͞Μ

1SPp MF

東神楽町ɺѴ川ࢢͳͲΛ
த৺ʹଟくͷྉཧߨࣨڭ
ΛΊΔ΄͔ɺ　町ͷ৯ࢣ
ҭʹؔ͢Δٞڠձҕһ
݉ɻ町݈߁৯ҭίϯγΣ
ϧδϡɺ　ΞεϦʔτϑʔ
υϚΠελʔଞଟɻ
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ʹ༿২ͱҰॹ؍
　一雨ごとに木々の緑がいっそう濃くなってきま
した。雑草もぐんぐん伸びてきました。この時期
は、花壇の草取りや花がら摘みの忙しい時期です。
暑い日の草取りなどは、こまめに水分を摂りなが
ら、熱中症に気を付けて作業してください。熱中
症になるとその場から動けなくなることもありま
す。外作業は出来る限り複数人で行いましょうね。
　また最近は突然の雷雨などが多く観察される様
になりました。雷の音が聞こえたら、音の近い遠
いに限らず、直ぐに作業をやめて安全な場所に移
動しましょうね。
　この時期、毎年のようにガーデンセンターなど
で観葉植物の講座を行っています。
　観葉植物は初夏から夏にかけて、涼しげな室内
植物として需要が高まります。特に今年は例年以
上に観葉植物の人気が高まっています。多くの方
が講座や質問コーナーに参加していただいていま
す。ポトスやパキラ、ベンジャミン、ガジュマ
ル、ウンベラー
タ、シェフレア、
アイビー、クワ
ズイモ、テーブ
ルヤシなどたく
さんの観葉植物
が店頭に並びます。草丈が 2mを超すものや 10
㎝に満たないものまで、様々な種類があります。
　最近は 20㎝前後の幼苗を購入し、購入者自身
がゆっくりと大きく育て、観葉植物を家族の一員
として大切にご自宅で育てる方が増えています。
観葉植物の園芸相談も多様化してきました。以前
は、「天井に届いてしまったユッカ（幸福の木）
やパキラをどうしたら良いのでしょう」など
の質問が多かったのですが、最近は土や肥料
などの植物以外の相談が非常に増えています。
　昨年話題になった害虫（ヒアリなど）によ
り、土を室内に持ち込むことへの抵抗感が強
くなっているようです。土の質問した多くの
方が、幼苗と一緒に人工培養土を購入してい

きました。人口培養土は、その需要に応えるよう
に、昔ながらの発泡煉石（はっぽうれんせき）や
間伐材の炭を利用した土、カラフルなジェルタイ
プなど、多くの種類が並びます。
　肥料については、6～ 12 ヵ月効果があるロン
グタイプの肥料を求める方が増えています。「室
内で、清潔に、できるだけ手を掛けずに、観葉植
物を栽培したい」、
それに対して「手
を掛けてこそ家族
の一員では？」と
私のようなオジサ
ンは言ってしまい
そうですが…新し
い時代を感じます。
　でも、どんな思いであれ植物を身近に置くこと
は心が癒されます。多くの方が植物を栽培し生活
を共にして、素敵なグリーンライフを楽しむこと
を望みます。そして、もし将来、大切に育ててい
る観葉植物が枯れてしまったら…そのときは悲し
みを強く抱いて欲しいです。家族の一員ですから。
それが私の願いです。
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前
号
で
は
、『
人
は
育
と
う
と
す
る
生

き
物
だ
』
―
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
Ｈ
く

ん
親
子
の
お
話
を
し
ま
し
た
。
Ｈ
く
ん
は

そ
の
後
京
都
大
学
医
学
部
に
進
み
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
か
ら
も
仲
間
か
ら
も
信
頼

さ
れ
愛
さ
れ
る
若
き
ド
ク
タ
ー
で
す
。
そ

し
て
お
父
さ
ん
も
ガ
ン
を
克
服
さ
れ
、
現

職
で
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
く
ん
が
卒
業
し
て
、
私
は
『
Ｈ
く
ん

ロ
ス
』
に
陥
り
ま
し
た
。
目
の
前
の
子
ど

も
た
ち
を
Ｈ
く
ん
と
比
較
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
好
成
績
を
と
っ
て
喜
ん
で
い
る
子

を
見
て
も
「
油
断
し
て
る
な
ぁ
」、
た
く

さ
ん
問
題
を
解
い
て
く
る
子
は
「
質
よ
り

量
か
、
ま
ず
い
な
ぁ
」、
し
っ
か
り
書
け

た
作
文
を
読
み
な
が
ら
「
こ
の
子
は
書
く

の
は
上
手
い
ん
だ
け
ど
、
し
ゃ
べ
り
が
苦

手
だ
か
ら
な
ぁ
」
…
。「
足
り
な
い
と
こ

ろ
探
し
」
の
毎
日
で
す
。「
も
っ
と
育
て

よ
！
」「
そ
れ
じ
ゃ
育
た
な
い
よ
！
」
と

思
っ
て
し
ま
う
…
。

　

そ
ん
な
状
態
が
３
年
ほ
ど
続
い
た
で

し
ょ
う
か
。
あ
る
日
、
街
を
歩
い
て
い
る

と
「
小
山
先
生
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
Ｈ
く
ん
の
１
年
先
輩
Ｍ
く
ん
の
お

母
さ
ん
で
し
た
。
Ｍ
く
ん
は
、
中
学
受
験

に
失
敗
し
て
塾
を
や
め
、
こ
の
春
高
校
生

に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
し
た
。

　
「
お
か
げ
で
Ｍ
は
、Ｚ
高
校
（
地
域
ト
ッ

プ
高
）
に
進
み
ま
し
た
」
…
驚
き
ま
し
た
。

小
学
校
時
代
の
成
績
か
ら
考
え
れ
ば
、
奇

跡
の
よ
う
な
伸
び
で
す
。

　
「
何
を
や
っ
て
も
中
途
半
端
で
自
信
の

な
い
子
で
し
た
け
ど
、中
学
校
の
３
年
間
、

も
の
す
ご
く
頑
張
っ
た
ん
で
す
。『
俺
は

日
本
一
の
笑
顔
持
っ
て
る
か
ら
』
っ
て
。

小
山
先
生
に
そ
う
言
わ
れ
た
の
が
う
れ
し

か
っ
た
そ
う
で
す
。『
こ
の
笑
顔
が
あ
っ

た
ら
外
国
で
も
生
き
て
い
け
る
。
ア
メ
リ

カ
に
行
く
』
っ
て
言
い
だ
し
て
、
英
語
を

頑
張
っ
た
ん
で
す
。
英
検
２
級
と
っ
ち
ゃ

い
ま
し
た
。今
は
ギ
タ
ー
に
は
ま
っ
て『
ア

メ
リ
カ
で
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る
』
っ

て
言
っ
て
ま
す
け
ど
（
笑
）」。

　

Ｍ
く
ん
の
ピ
カ
ピ
カ
の
笑
顔
は
目
に
浮

か
び
ま
し
た
が
、
彼
に
そ
ん
な
言
葉
を
掛

け
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
テ
ス
ト
の
成
績
が
悪
く
て
落
ち
込
ん

で
る
と
き
に
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で

す
よ
、「
お
ま
え
の
笑
顔
は
日
本
一
や
」
っ

て
。
そ
の
一
言
で
、
何
の
と
り
え
も
な
い

あ
の
子
の
心
に
火
が
付
い
た
ん
で
す
ね
」

Ｍ
く
ん
の
お
母
さ
ん
の
話
は
、
私
の
目
を

覚
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
長
所

や
潜
在
能
力
、
可
能
性
を
見
る
目
を
。

　

ど
ん
な
子
に
も
、
能
力
・
意
欲
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
見
え
て
き
ま

す
。
本
人
す
ら
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
も

あ
る
、
何
か
に
邪
魔
さ
れ
て
顕
在
化
し
て

い
な
い
こ
と
も
あ
る
。『
ち
ゃ
ん
と
見
て
、

そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
』、
そ
う
決
め

ま
し
た
。

　

や
が
て
、
Ｍ
く
ん
の
よ
う
に
心
に
灯
が

と
も
る
子
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。「
君

に
は
こ
ん
な
力
が
あ
る
」「
君
に
は
こ
ん

な
可
能
性
が
あ
る
」「
君
の
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
す
て
き
だ
、
好
き
だ
」
…
『
ほ
め

る
』
で
は
な
く
『
あ
り
の
ま
ま
を
認
め
る
』

と
い
う
感
覚
で
私
は
伝
え
ま
す
。

　

夏
休
み
は
、
お
子
さ
ん
と
接
す
る
時
間

が
長
く
、『
足
り
な
い
と
こ
ろ
探
し
』
に

陥
り
が
ち
で
す
。
ど
う
ぞ
『
い
い
と
こ
ろ

探
し
』『
可
能
性
探
し
』
を
楽
し
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

プロフィール
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ぱれっと健康相談
７月31日㈫
午前９時30分～11時30分



ぱれっと

全町民ର

 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談・歯科相談

࣋ 母子手帳、健康手帳

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。

①これっと
② ぱれっと
①【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後2時～4時
②【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後2時～4時
※事業のある日は中止となります。



にこにこサロン

対象者へ個人通知

健康ふくし課健康推進グループ ☎83-5431

7月
ݸ 日時 場所 対象ର 内容 持ち物࣋ 申込ਃ その他ଞ

͓͍߹Θͤ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】



˞͜Ͳະདྷ՝ࢠҭͯࢧԉηϯλʔ͕ࣄߦ͏ߦʹ͍ͭͯ
ɹh Θ͘Θ͘ศΓʱʹৄࡉΛ͍ͯ͠ࡌه·͢ͷͰɺ͋Θͤͯ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

①７月10日㈫　②７月12日㈭
午前9時30分～11時30分



①役場庁舎 １階和室
②ふれあい交流館 ２階和室



助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者ର

 育児相談、母乳相談

࣋ 母子手帳、タオル（母乳相談希
望の方）

７月18日㈬
12時15分～



交流プラザつつじ館

１歳半・３歳児健診

①１歳６か月～１歳８か月児
②３歳０か月～３歳２か月児

ର

 計測、尿検査、歯科診察、問診、小児科
診察、保健・栄養相談・歯科指導

࣋ 母子手帳、子育てサポートファイル『えんじん』、各
種提出書類、②は目と耳のアンケートおよび早朝尿

ݸ

７月４日㈬
12時40分～



役場庁舎　１階和室

乳児健診

４か月～６か月児ର

 計測、問診、小児科診察、
保健栄養相談、子育て相談

࣋ 母子手帳、お子さんの一日の生活、
子育てサポートファイル『えんじん』、
タオル

ݸ

ਃ 7月20日㈮午前中まで


すくすく広場
7月24日㈫ 午前10時～11時

０歳児と保護者ର
水遊び（雨天時：タオル遊び）

ぱれっと

ਃ 7月20日㈮午前中まで


よちのび広場
7月24日㈫ 午後２時～３時30分

１歳～就学前児と保護者ର
水遊び（雨天時：サーキット遊び）

ぱれっと

ਃ 志比内地区以外の参加者は事前
にぱれっとまでご連絡ください。

にこにこサロン★志比内
７月11日㈬
午後１時５分～２時10分



志比内小学校

０歳～就学前児と保護者ର



７月９日㈪ 午前９時30分～11時30分

ぱれっと

こばと幼稚園の先生が『入園・園の
様子』についてお話してくれます。

子育て教育相談

わくわく教室
７月６日㈮
午前10時～11時30分



これっと

０歳～就学前児と保護者ର

 たなばた

ਃ ７月３日㈫午前中まで

着替え（必要な方）、帽子、オムツ、おしぼり、
抱っこひも、飲み物、エコバッグなど

࣋

ଞ 参加費　子ども１人100円

７月27日㈮
午前９時30分～11時30分



これっと総合体育館

これっと健康相談

全町民ର

 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談

࣋ 母子手帳、健康手帳

※７月４日㈬開催の乳児健診と、７月 18 日㈬開催の１歳半・３歳児健診は、対象の方へ個別

にご案内します。

ର

子育て講座
７月11日㈬
午前10時～11時30分



これっと

０歳～就学前児と保護者

ＡＥＤ講習

７月６日㈮午前中まで





ਃ

ର

にこ父サロン
７月28日㈯
午前10時～11時30分



これっと

０歳～就学前児と保護者（父子ま
たは家族）※10組以上で開催。

スポーツレク「フロアカーリング」

７月2日㈪～７月25日㈬午前中まで





ਃ

࣋ 着替え、オムツ（必要な方）
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ぱれっと

全町民ର

 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談・歯科相談

࣋ 母子手帳、健康手帳

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。

①これっと
② ぱれっと
①【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後2時～4時
②【平日】午前9時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後2時～4時
※事業のある日は中止となります。



にこにこサロン

対象者へ個人通知

健康ふくし課健康推進グループ ☎83-5431

7月
ݸ 日時 場所 対象ର 内容 持ち物࣋ 申込ਃ その他ଞ

͓͍߹Θͤ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】
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①７月10日㈫　②７月12日㈭
午前9時30分～11時30分



①役場庁舎 １階和室
②ふれあい交流館 ２階和室



助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者ର

 育児相談、母乳相談

࣋ 母子手帳、タオル（母乳相談希
望の方）

７月18日㈬
12時15分～



交流プラザつつじ館

１歳半・３歳児健診

①１歳６か月～１歳８か月児
②３歳０か月～３歳２か月児

ର

 計測、尿検査、歯科診察、問診、小児科
診察、保健・栄養相談・歯科指導

࣋ 母子手帳、子育てサポートファイル『えんじん』、各
種提出書類、②は目と耳のアンケートおよび早朝尿

ݸ

７月４日㈬
12時40分～



役場庁舎　１階和室

乳児健診

４か月～６か月児ର

 計測、問診、小児科診察、
保健栄養相談、子育て相談

࣋ 母子手帳、お子さんの一日の生活、
子育てサポートファイル『えんじん』、
タオル

ݸ

ਃ 7月20日㈮午前中まで


すくすく広場
7月24日㈫ 午前10時～11時

０歳児と保護者ର
水遊び（雨天時：タオル遊び）

ぱれっと

ਃ 7月20日㈮午前中まで


よちのび広場
7月24日㈫ 午後２時～３時30分

１歳～就学前児と保護者ର
水遊び（雨天時：サーキット遊び）

ぱれっと

ਃ 志比内地区以外の参加者は事前
にぱれっとまでご連絡ください。

にこにこサロン★志比内
７月11日㈬
午後１時５分～２時10分



志比内小学校

０歳～就学前児と保護者ର



７月９日㈪ 午前９時30分～11時30分

ぱれっと

こばと幼稚園の先生が『入園・園の
様子』についてお話してくれます。

子育て教育相談

わくわく教室
７月６日㈮
午前10時～11時30分



これっと

０歳～就学前児と保護者ର

 たなばた

ਃ ７月３日㈫午前中まで

着替え（必要な方）、帽子、オムツ、おしぼり、
抱っこひも、飲み物、エコバッグなど

࣋

ଞ 参加費　子ども１人100円

７月27日㈮
午前９時30分～11時30分



これっと総合体育館

これっと健康相談

全町民ର

 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談

࣋ 母子手帳、健康手帳

※７月４日㈬開催の乳児健診と、７月 18 日㈬開催の１歳半・３歳児健診は、対象の方へ個別

にご案内します。

ର

子育て講座
７月11日㈬
午前10時～11時30分



これっと

０歳～就学前児と保護者

ＡＥＤ講習

７月６日㈮午前中まで





ਃ

ର

にこ父サロン
７月28日㈯
午前10時～11時30分



これっと

０歳～就学前児と保護者（父子ま
たは家族）※10組以上で開催。

スポーツレク「フロアカーリング」

７月2日㈪～７月25日㈬午前中まで





ਃ

࣋ 着替え、オムツ（必要な方）

　地域経済を活性化するためには、『地産地消』が大
切だとよく語られています。地産地消とは、地元で
作った産品を地元で消費しましょうという取組です。
ですが、残念なことに地産地消だけでは、決して地
域が潤うことはありません。
　ある地産地消モデルを考えてみます。ＡさんがＢ
さんからモノを買って、ＢさんはＣさんからモノを
買う。それを繰り返すだけでは、お金が循環するだ
けで、決して地域のお金の総量が増えず、地域の平
均所得が増えることはありません。地産地消は、あ
くまでお金を地域外に流出することを止めるという
意味では効果的ですが、お金（所得）を増やすとい
う意味では効果が乏しい取組です。
　では、地域経済を活性化するにはどうしたらいいの
でしょうか？それは『地産地消』に加え、『外貨』を
獲得していくことです（※１）。例えば、図の外貨獲
得モデルにあるように、域外に住むＤさんがこの圏
域にお金を落としてくれれば、域内のお金の総量が
増えます。その上で域内の経済をしっかり回し、個々
の所得の向上につなげていくことが大切です。 

　では、外貨を獲得するにはどうしたらいいのでしょ
うか？答えは２つ。①地域外に向けて売るか、②地
域内に人を呼び込んで買ってもらうしかありません
（※２）。『地域外に向けて売る』方法はたくさんあり
ます。地域外に営業し販路を拡大してもいいですし、
最近はインターネットで販売するという手段もあり
ます。
　４月に、町が実施したクラウドファンディング（Ｃ
Ｆ）で朝採れアスパラをその日のうちに東京 23区内

に送る取組を行いました。その結果、用意した 16キ
ロを完売することができました。また６月には、東
神楽生まれの夏いちご『夏瑞』をＣＦでＰＲしました。
その結果、用意した量をわずか１日で完売しました。
今も商品の追加が間に合わない状態です。
　ＣＦに限らずネットを使って全国に売る方法は今
の時代いくらでもあります。例えば、農家の方がス
マートフォンで簡単に農産物を直接販売できるアプ
リだって開発されています。販路拡大に多くの時間
を費やすことができない生産者にとっても、やり方
を工夫すれば、今の時代、できる道はいくつもある
と思います。
　『域外への販路拡大』と『PR』。これが、東神楽が
潤うためのキーワードなのは間違いありません。
　今、東神楽では町イチオシの農作物や加工品等を
『種と実セレクト』という名前でブランド展開してい
ます。先のアスパラやイチゴも『種と実セレクト』
のひとつです。本取組はタレントのもえのあずきさ
んにもご共感いただき、６月 24日のフラワーフェ
スタでご本人が PRしてくださいました。正直、まだ
まだ芽が出ているとは言いがたい『種と実セレクト』
ですが、東神楽を代表するブランドとして『域外へ
の販路拡大』と『PR』に町の先頭をきって取り組ん
でいきます。皆さまにもぜひ応援いただけたらうれ
しく思います。

※１：外貨といっても、外国のお金ではなく、ここでは地域
の外のお金を外貨と呼んでいます。

※２：『地域内に人を呼び込んで買ってもらう』ための取り組
みは、紙面が限られているので今回は割愛し、来月号で述
べます。

࢈ফͷ·͔͠

PSPGiMF
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特

　
　集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up ͓

Β
ͤ

　

旭
川
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
移

動
採
血
車
『
ひ
ま
わ
り
号
』
が
、
次

の
日
程
で
愛
の
献
血
を
実
施
し
ま

す
。

　

道
内
の
輸
血
用
血
液
は
、
皆
さ
ま

の
善
意
で
提
供
さ
れ
る
血
液
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
救
わ

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

˙
ظ
　

８
月
１
日
㈬

˙

ॴ
ɾ
࣌
ؒ

①
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
前

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
40
分

②
㈱
匠
工
芸
前12

時
10
分
〜
午
後
１
時

③
東
神
楽
農
協
前

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

④
役
場
庁
舎
前

午
後
２
時
50
分
〜
４
時
30
分

※
服
薬
と
献
血
に
つ
い
て

・
当
日
服
薬
で
も
献
血
可
能
な
薬
…

血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
鼻
炎
、

尿
酸
を
下
げ
る
薬
（
痛
風
）
な
ど

・
当
日
服
薬
し
て
な
け
れ
ば
献
血
可

能
な
薬
…
痛
み
止
め
、風
邪
薬（
市

販
）
な
ど

・
服
薬
中
止
後
か
ら
３
日
間
不
可
な

薬
…
抗
生
物
質
、
血
糖
値
を
下
げ

る
薬
、
精
神
安
定
剤
な
ど

※
詳
し
く
は
当
日
の
問
診
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

˙

͍
߹
Θ
　ͤ

健
康
ふ
く
し
課

（
☎
83
―
５
４
３
１
）
ま
で

ừ
ݘ
ͷ
ద
ਖ਼
ࣂ
育
ʹ
ͭ
͍
て
Ử

　

犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
は
、

他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
要
因

と
な
る
の
で
、
事
件
、
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
、
巻
き
込
ま
せ
な
い
よ

う
、
し
っ
か
り
と
繋
い
で
お
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
散
歩
の
際
は
リ
ー
ド
を
外

さ
な
い
、
ふ
ん
尿
の
始
末
を
す
る
、

水
場
へ
立
ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
な
ど

も
必
要
で
す
。

　

犬
を
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
十
分
な
心
配
り
と
正
し
い

し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ừ
ೣ

ࣨ
内
Ͱ
ࣂ
͍
·
͠
Ỷ
͏
Ử

　

猫
の
放
し
飼
い
に
つ
い
て
は
、
ふ

ん
尿
や
庭
を
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
の
苦

情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
環
境
を

整
え
れ
ば
、
猫
は
室
内
で
暮
ら
せ
る

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

健
康
ふ
く
し
課
☎
83
―
５
４
３
１

ɹ開放ײあふれるϙーνɻؾݩいっぱい׆ಈする子
Ͳͨちɻ施設の見ֶやอ育参؍Λ݉Ͷてɺみんͳ
Ұॹに楽͠く༡びま ΐ͠うɻ

˙ର ɹະब園児
˙ ఔ　７月10日 ɺ̕月̒日 ɺ
ɹɹɹɹ   10月 1�日 ɺ11月22日 
ɺۺ　運ಈの͠やすい（ணସえ）ɺ上ͪ࣋˙

֎Ͱ࠭༡び͕Ͱきる४備ɺ子ɺϋンΧν・
ティッシϡ

˙ͦͷଞɹ園内Ͱのҿ৯
ɹɹɹɹ ͝ԕྀくͩ ͞いɻ

˙͍߹Θͤɹ౦ਆָ༮ஓԂʢὸ�������ʣ

9ɿ00 ొԂɾࣗ༝༡ͼ
10ɿ00 ݟઃࢪ ɾֶอҭ؍ࢀ

10ɿ30 ֆຊಡΈฉ͔ͤ
ख༡ͼ

11ɿ00 ߱Ԃ

ペ
ッ
ト
を
飼
育
す
る

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
２

平成 2� 年度のใ公開੍度およびݸ人ใอ੍ޢ
度の運用ঢ়گ࣍のとおりͰすɻ

⾣ใެ։…̎݅のٻ
ɹɹɹɹɹɹ・શ෦公開ʜ̎݅

ͳ͠ٻਓใͷ։ࣔ…ݸ⾣

˙͍߹Θͤɹ૯課ʢὸ83-2112ʣ

�
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特

　
　集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up

動
物
で
す
。
室
内
飼
育
は
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
ば
か
り
で
は
な

く
、
感
染
症
や
交
通
事
故
か
ら
大
事

な
猫
を
守
る
、
迷
子
防
止
な
ど
多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ừ
ݘ

ೣ
Λ
ࣺ
て
Δ
ߦ
ҝ



Ί
·
͠
Ỷ
͏
Ử

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と

き
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
一
生
飼

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
や
む
を
得

ず
、
犬
や
猫
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主

を
探
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　　

地
区
に
よ
っ
て
ご
み
の
収
集
日
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地

区
の
『
ご
み
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
』

を
確
認
し
、
正
し
い
分
別
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
型
ご
み
は
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
大
型
ご
み
を
出
す
際

は
、
東
神
楽
環
境
企
業
組
合
（
☎
83
―

５
４
２
５
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

˙

͍
߹
Θ
　ͤ

く
ら
し
の
窓
口
課

（
☎
83
―
５
４
０
２
）
ま
で

　

７
月
10
日
㈫
午
前
11
時
ご
ろ
か
ら

役
場
庁
舎
に
お
い
て
火
災
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
来
庁
さ
れ
る
皆
さ

ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
˙
ظ
　ؒ

７
月
20
㈮
〜
８
月
̕
日
㈭

˙
࣌
　ؒ

午
前
８
時
30
分
〜午

後
３
時

˙

ॴ　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所
の
流
木

置
場
（
道
道
天
人
峡
美
瑛
線
第
７
駐

車
帯
よ
り
上
流
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

˙
ͦ
ͷ
ଞ　
流
木
が
な
く
な
り
次
第
次

第
終
了
と
な
り
ま
す
。
個
人
を
対
象

と
し
て
い
る
た
め
、
２
ト
ン
を
超
え

る
大
型
車
両
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

˙

͍
߹
Θ
　ͤ

旭
川
開
発
建
設
部

（
☎
82
―
５
３
９
１
）
ま
で

　

例
年
こ
の
時
期
に
、
草
刈
機
で

誤
っ
て
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
配
管
を
切

断
し
、そ
れ
に
気
づ
か
ず
灯
油
を
流
出

さ
せ
て
し
ま
う
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。火
災
の
危
険
は
も
と
よ
り
、灯

油
な
ど
が
地
中
や
河
川
に
拡
大
し
て

し
ま
う
と
、対
策
費
用
が
高
額
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、草
刈
り
を
す
る

と
き
に
は
配
管
な
ど
に
十
分
注
意
し
、

日
頃
か
ら
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
日
常
点

検
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

˙

͍
߹
Θ
　ͤ

大
雪
消
防
組
合
東

消
防
署
（
☎
83
―
０
１
１
９
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
２

油
漏
れ
事
故
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署
☎
83
―
０
１
１
９

避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

総
務
課
☎
83
―
２
１
１
２

忠
別
ダ
ム
の
流
木
を

お
譲
り
し
ま
す

旭
川
開
発
建
設
部
☎
82
―
５
３
９
１

ɹトークセッションͰɺh 女性の׆༂ʷ内ͳるܦ営ʱ
Λத৺にࠓ後のՈܦ営における女性の׆༂につい
てɺ行と民間のҟͳるཱ場Ͱ農業ࢧԉや女性ࢧԉに
ؔわる 2人の講師にΛ͠ていͨͩきますɻ
ɹ女性にݶΒͣஉ性にͥͻฉいて΄͠い内༰とͳりますɻ 
˙࣌ɹ７月13日 ɹޕ後１時30 ～４時
˙ձ　૯合福祉会館ɹ̎֊େϗール
˙ਃࠐɹ７月12日 まͰにお申͠込みくͩ ͞い
˙༰ɹୈ１෦ʮトークセッションʯ

テーマʮ女性の׆༂のઌにあるɺܦ営のະདྷとʁ
～̎つのࢹかΒ見るɺ׆༂のࡏりํ～ʯ
ୈ̎෦ʮフリートーク交流会ʯ

ɹࢣߨ˙

˞ৄ͠くɺϗーϜϖーδΛ͝ཡくͩ͞いɻ

˙͍߹Θ ɾͤਃ͠ࠐΈɹۀ࢈ৼڵ՝ʢὸ83-2114ʣ

農ྛ水産লܦ営ہɹब農・女性՝
՝ɹࠤ౻Ұ͞ܙん

東神楽町農業ϓロσϡーサー
ࡔਅལ͞ん

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̓ 月



特

　
　集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up

21


　
　
　
ۚ

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な

る
と
、
同
時
に
年
金
を
受
け
る
権
利

も
消
失
す
る
た
め
、
遺
族
の
方
に
よ

り
『
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
』
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
死
亡
届
に
は
、
亡
く
な
っ
た

方
の
年
金
証
書
と
死
亡
の
事
実
が
確

認
で
き
る
書
類
（
死
亡
診
断
書
の
コ

ピ
ー
、
住
民
票
の
除
票
、
戸
籍
抄
本

な
ど
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
書
類
）

の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く

受
け
取
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
後
で
返

金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
ま
だ
支
給
さ
れ

て
い
な
い
年
金
が
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

遺
族
の
方
が
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り

未
支
給
年
金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

未
支
給
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
と
順
位
は
、
年
金
を
受
け
て

い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
当
時
、
そ
の

方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
⑴
配

偶
者
⑵
子
⑶
父
母
⑷
孫
⑸
祖
父
母
⑹

兄
弟
姉
妹
⑺
そ
の
他
⑴
〜
⑹
以
外
の

３
親
等
内
の
親
族
で
す
。

˙

͍
߹
Θ
ͤ
　
旭
川
年
金
事
務
所

（
☎
72
―
５
０
０
４
音
声
案
内
１

↓
２
）
ま
で

ื
　
　
　
集

　

東
神
楽
町
で
は
、
育
児
や
保
育
に

理
解
と
熱
意
が
あ
る
方
で
、
子
育
て

支
援
に
興
味
の
あ
る
方
を
こ
ど
も
緊

急
さ
ぽ
ね
っ
と
の
ス
タ
ッ
フ
会
員
と

し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
格
は
特

に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
旭
川
Ｎ
Ｐ

Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
旭
川
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー （
☎
74
―
５
３
８
０
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
度
自
衛
官
候
補
生
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。

ừ
ࣗ
Ӵ

ީ
ิ
ੜ
Ử

˙
ࢿ
　֨

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
女
（
採
用
予

定
月
１
日
現
在
）

˙
ड

ظ
　ؒ

試
験
日
に
よ
り
異
な

る
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

˙
ࢼ
ݧ
　

７
月
20
日
㈮
・
21
日
㈯
・

８
月
2�
日
㈰
・
27
日
㈪
・
９
月
18

日
㈫
・
20
日
㈭
・
25
日
㈫
の
い
ず

れ
か
１
日

˙
ࢼ
ݧ
ձ
　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ừ
Ұ
ൠ

ީ
ิ
ੜ
Ử

˙
ࢿ
　֨

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
男
女
（
採
用
予

定
月
１
日
現
在
）

˙
ड

ظ
　ؒ

７
月
１
日
㈰
〜
９
月

７
日
㈮

˙
ࢼ
ݧ
　

９
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯
・

23
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

˙
ࢼ
ݧ
ձ
　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐

屯
地
（
旭
川
市
春
光
町
）

ừ
ߤ
ۭ
ֶ
ੜ
Ử

˙
ࢿ
　֨

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男

女
（
空
）・
18
歳
以
上
23
歳
未
満

の
男
女
（
海
）（
い
ず
れ
も
日
本

国
籍
を
有
し
、
平
成
31
年
４
月
１

日
現
在
）（
高
卒
・
見
込
み
含
む
）

˙
ड

ظ
　ؒ

７
月
１
日
㈰
〜
９
月

７
日
㈮

˙
ࢼ
ݧ
　

９
月
17
日
㈪

˙
ࢼ
ݧ
ձ
　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐

屯
地
（
旭
川
市
春
光
町
）

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き
は

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
１

こ
ど
も
緊
急
さ
ぽ
ね
っ
と

ス
タ
ッ
フ
会
員
を
募
集
し
ま
す

こ
ど
も
未
来
課
☎
83
―
５
４
２
３

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
☎
54
ー
５
６
１
７

ɹஉ性と女性͕ɺ職場ͰɺֶߍͰɺҬͰɺՈఉͰɺ
ͦれͧれのݸ性とྗΛൃشͰきるʰஉ女共ಉ参画
ࣾ会ʱΛ࣮ݱするͨΊに やํ公共ஂମͩ
けͰͳくɺࠃ民のみͳ͞んҰ人ͻとりのऔ͕ඞཁ
Ͱすɻ
ɹ ͨࢲちのまわりのஉ女のパートφーシッϓについ
てɺこのػ会にߟえてみませんかʁ
ɹ 町Ͱɺࡢ年３月にࡦ定ͨ͠
ʰ東神楽町உ女共ಉ参画計画ʱ
に基ͮきɺஉ女͕性ผによΒͣɺ
あΒΏるͰ׆༂Ͱきるࣾ会
の࣮ݱΛ͠ࢦていますɻ

˙͍߹Θͤɹ·ͪͮ Γ͘ਪਐ՝ʢὸ�������ʣ

平成30	2018
年ɾ̓ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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ɹ東神楽町にɺ７つの͕۠ありɺͦのதに �1
の۠・町内会͕ありますɻ
ɹे年લɺ۠・町内会に΄とんͲの人͕加ೖ͠
ていま͕ͨ͠ɺۙ年Ͱɺ۠のྸߴԽや町内会׆
ಈのܟԕにより町内会に加ೖ͠ͳい人͕૿えɺҬ
োΛきͨすこと͕ଟくͳってきていますɻࢧಈに׆
ɹい͟という時にɺ日ࠒのۙ͝ॴͮきあい͕Կよ
りେ切Ͱありɺͨࢲちܾ͠てͻとりͰΒ͠て
いくことͰきませんɻඞͣ୭かのおੈにͳって
いͨりɺ୭かのおੈΛͨ͠り͠ているのͰすɻ
ɹ҉い道Λ明るくরΒ͠ているの町内会Ͱҡ
管ཧ͠ている֗࿏౮Ͱありɺ町内会のօ͞んͰ行࣋
う道࿏ਗ਼によってҬのڥඒԽ͕อͨれてい
るのͰすɻ
ɹこのようͳ町内会の
తや役ׂΛ͝ཧղの
うえɺ町内会に加ೖ͠
ていͨͩきɺҬ׆ಈΛ
௨͠て住みよいͨࢲち
のまちΛஙいていきま
せんかɻ

˙͍߹Θͤɹ૯՝ʢὸ�������ʣ

ɹ町Ͱɺ広ใࢽのൃ行やフΣΠスブックͳͲの̨
̨̣Λ用いͨใൃ৴ͳͲのͨΊにɺීஈの֗ฒみ
やΠϕントɺֶߍ行事ͳͲ͞ま͟まͳ場໘Ͱऔࡐɺ
ࣸਅࡱӨΛ行っていますɻ୲職員͕औࡐɺࣸਅࡱ
ӨΛ行う時ʰ東神楽町ʱとॻかれͨষΛண用͠
ていますɻ
ɹࡱӨͨࣸ͠ਅのதにɺݸ人Λ特定Ͱきるの
あります͕ɺ町のൃ行（広ใࢽ・パンフレットͳ
Ͳ）やϗーϜϖーδɺフΣΠスブックɺใ道ఏڙ用
に׆用するͳͲɺ公共తͳతҎ֎Ͱར用すること
Ұ切ありませんɻ
ɹ町のใൃ৴やೝ度向上のͨΊにɺऔࡐɺࣸ
ਅࡱӨඞཁෆՄܽͰすɻࠓ後とօ༷の͝ཧղと
い͠ますɻئΛおྗڠ͝

˙͍߹Θͤɹ·ͪͮ Γ͘ਪਐ՝ʢὸ�������ʣ

˙͍߹Θͤɹ૯՝ʢὸ�������ʣ

ɹ東神楽町Ͱɺ平成 31 年度採用の職員Λ࣍のとお
り募集͠ますɻ
˙৬ छɹҰൠ職（େֶଔおよびࣾ会人）ʜए໊ׯ

ங職（େֶଔおよびࣾ会人）ʜ１໊ݐ
˙डؒظ　平成 30 年７月̎日 ～８月３日 
ࢼ˙ ݧ ɹ̕月1�日 
ߍ等ֶߴ業ձɹ北海道Ѵ川ݧࢼ˙

（Ѵ川市ٰ͕東４１ஸ１の１）

˙ͦͷଞ　申込ॻ７月̎日 かΒ૯՝Ͱお͠
͠ますɻ受験資格ͳͲ申込ॻの試験Ҋ
内にて֬͝ೝくͩ͞いɻ

্ொଜձͰฏ �� ্ொଜ৬һݧࢼ֨ࢿ༺࠾આ໌ձΛ։͠࠵·͢

˙７　࣌月７日ޕ後１時
˙ձ　上川合ಉிࣷ（Ѵ川市Ӭ̒ࢁ 1� ஸ）
˙ର　受験༧定者ɺ町村役場ͳͲの事にڵຯ͕あるํɺֶߍのਐ࿏ࢦಋؔ者ͳͲ

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
年ɾ̓ 月
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˙͍߹Θͤɹۀ࢈ৼڵ՝ʢὸ�������ʣ

ɹೝやతো͕いͳͲによりஅྗのෆेͳ
ํにର͠ɺಉ͡Ҭの住民͕成年後見੍度に基ͮいて
後見׆ಈΛ行うʰ市民後見人ʱΛ養成するͨΊɺ養成
講座͕開͞࠵れますɻ受講者募集のͨΊの事લ説明会
͕開͞࠵れますのͰɺ市民後見׆ಈΛߟえているํ
ͥͻ͝参加くͩ͞いɻ

˙ ࣌
７月 20 日 ɹޕ後̒時 30 ～ 8時 30 
˙ձ 
ときわ市民ϗール（Ѵ川市̑௨４ஸ）
ࢀ˙ Ճ අ
ແྉ

˙ ༰
市民後見人の役ׂやɺ養成研修ͳͲについて
˞養成研修Λ受講するにɺ本説明会の参加͕ݪଇ
ඞཁͰすɻ
˙ਃࠐɾ͍߹Θͤ
７月 17 日 まͰにɺѴ川成年後見ࢧԉセンλー（ὸ
23�1003）まͰお申͠込みくͩ͞いɻ

˙͍߹Θͤɹ݈߁;͘͠ ՝ʢὸ83-5430ʣ

ɹ農ச産ॲཧ加施設Ͱɺख࡞りのトマトδϡー
スɺຯɺιーセーδɺௗの܆ͳͲΛつくること͕
Ͱきますɻݸ人ͰஂମͰ͝ར用Ͱきますɻ

˙ରऀɹ東神楽町内にお住いのํ
˙ਃํࠐ๏
ɹ施設ར用申込ॻにඞཁ事߲Λهೖの上ɺ運営ҕ員
会事ہ（東神楽農業ڠಉ合農業ৼڵ՝）まͰఏ
出͠てくͩ͞いɻ
˞申込ॻɺ役場産業ৼڵ՝まͨ東神楽農業ڠ
ಉ合農業ৼڵ՝にて受けऔるかɺϗーϜϖー
δかΒμンロード͠てくͩ͞いɻ

˞ར用ر日時͕ॏͳっͨ場合ɺ事ہͰ日ఔΛ
ௐ整する場合͕ありますɻ

ྉ֤ࣗͰ͝用ҙくͩ͞いɻݪ˞
˞ར用にあͨり用ྉ͕かかりますɻ

˙͍߹ͤ
運営ҕ員会事ہ
ɹ産業ৼڵ՝（ὸ 83�2114）
ɹ東神楽農業ڠಉ合農業ৼڵ՝（ὸ 83�2243）

˞ར用申込時ظについてɺࡂແઢͰ͝Ҋ内͠ますɻ

ʙࢢຽݟޙਓͱʙ

Ұൠ市民による成年後見人ɻஅྗ͕ෆेにͳっͨ人に͕いͳい場合にɺಉ͡Ҭ
に住Ή市民͕ɺՈఉࡋॴかΒબ͞れɺ本人にわってࡒ産の管ཧやհܖޢͳͲの๏
行ҝΛ行いますɻ

平成30	2018
年ɾ̓ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹ౦ਆָொݐઃਫಓ՝ ཧάϧʔϓʢὸ�������ʣ

˙ืूॅ
１ɽ町営住宅（Ұൠੈଳ向け）町ஂ ���2 ౩
（ೆ１東̎ஸ）
の３֊ɹ３̡̙̠（7��21ᶷ）ݐ֊４
ށங年度ɹ平成８年度   １ݐ

̎ɽ町営住宅（ྸߴ者・ମো͕い者向け）町ஂ ���1 ౩
（ೆ１東̎ஸ）
の１֊ɹ̡̙̠̎（�3�3�ᶷ）ݐ֊３
ங年度ɹ平成ݐ 11 年度ɹ１ށ

３ɽ町営住宅（Ұൠੈଳ向け）町ஂ ���2 ౩
（ೆ１東̎ஸ）
の̎֊ɹ３̡̙̠（7��0�ᶷ）ݐ֊３
ங年度ɹ平成ݐ 11 年度ɹ１ށ

４ɽ町営住宅（Ұൠੈଳ向け）ӫஂ 0��1 ౩
（1� ߸ೆ 2൪）
平ݐɹ̡̙̠̎（�4�0�ᶷ）
ங年度ɹ平成ݐ 21 年度ɹ１ށ

̑� 特定公共賃貸住宅（୯者向け）ιルテローφ
（ೆ１東̎ஸ）
の̎֊ɹ１̡̙̠（3��03ᶷ）ݐ֊３
ங年度ɹ平成ݐ �年度ɹ １ށ

̒ɽ特定公共賃貸住宅（୯者向け）ιルテローφ
（ೆ１東̎ஸ）
の３֊ɹ１̡̙̠（3��03ᶷ）ݐ֊３
ށங年度ɹ平成̒年度ɹ１ݐ

７ɽ特定公共賃貸住宅（Ұൠ向け）町ஂ 05�2 ౩ 
（ೆ１東̎ஸ）
の̎֊ɹ３̡̙̠（80�52ᶷ）ݐ֊̎
ங年度ɹ平成ݐ 17 年度ɹ１ށ

˙Ո
ʲ町営住宅ʳ
ɹ月ֹɹ20000ԁ～4�100ԁ
ɹ（住宅およびೖ͞ډれるํのॴಘによりҟͳります）
ʲ特定公共賃貸住宅ιルテローφʳ
ɹ月 10031（定ݻֹ）ԁ
ʲ特定公共賃貸住宅町05�2౩ʳ
ɹ月ֹɹ48�00ԁ～�4400ԁ
ɹ（ೖ͞ډれるํのॴಘによりҟͳります）
˞ӫஂ0��1౩ɺ町ஂ05�2౩ɺஆٴثびిؾ
コンロのリースྉ͕ผ్かかりますɻ

˙ೖ֨ࢿऀډ
の݅すてに֘͠ɺऩೖ͕ऩೖ基४に֘するํ࣍

ʲ共௨߲ʳ
・ಉډする͕あること（�0 歳Ҏ上の者等نଇͰ定
Ίる者Λআく）

ていること͠ځࠔに住宅にݱ・
・੫・用ྉ等Λೲ͠ていͳいこと
・ೖ͠ډようとする者શ員͕ྗஂ員Ͱͳいこと

ʲιルテローφのみʳ
・上ه共௨߲すてに֘͠ɺ୯者Ͱあること

・申込日において4� 歳ҎԼͰあること
ʲྸߴ者・ମো͕い者向け住宅ʳ
・上ه共௨߲すてに֘͠ɺ�0 歳Ҏ上の者まͨ
ମো͕い者खா（１ڃかΒ４ڃ）の交付Λ受けてい
る者͕いるੈଳͰあること

˙ऩೖج४
ʲ町営住宅ʳ
ೖډ者શ員の合計ॴಘの月ֹ͕ 158000 ԁҎԼ（ྔࡋ
֊ੈଳ 214000 ԁҎԼ）

ʲ特定公共賃貸住宅ʳ
ೖډ者શ員の合計ॴಘの月ֹ͕ 158000 ԁҎ上
487000 ԁҎԼ
（合計ॴಘの月ֹとɺऩೖֹより੫๏上のॴಘֹΛࢉ
出͠てɺ࣍に֘する߇আֹΛࠩ͠Ҿきɺ12ϲ月Ͱׂっ
ͨ金ֹͰすɻ）
・߇আɹɹɹɹɹɹ1人につき380000 ԁ
・人ැ養߇আɹɹ1人につき100000 ԁ
・特定ැ養߇আɹɹ1人につき250000 ԁ
・特ผো͕い者߇আɹɹ1人につき400000 ԁ
・ো͕い者߇আɹɹɹɹ1人につき270000 ԁ
・Չ්（）߇আɹɹɹɹɹɹɹɹ270000 ԁ
( ͨͩ͠ɺॴಘ͕ 270000 ԁະຬのときͦのॴಘ金ֹ )

ʲιルテローφʳ
ೖډ者のॴಘ月ֹ͕ 158000 ԁҎ上 487000 ԁҎԼ

˙ਃ͠ࠐΈ
設水道՝にஔいてある申込ॻ（ϗーϜϖーδかΒμݐ
ンロードͰきます）にඞཁ事߲Λهೖԡҹのうえఏ出
͠てくͩ ͞いɻ

ʲඞཁॻྨʳ
・ಉډ者શ員のݸ人൪߸֬ೝॻྨ（ݸ人൪߸Χードɺ
௨ΧードͳͲ）およびఏ出者の本人֬ೝॻྨ（運
స໔ূڐɺཱྀ݊ͳͲ）（ఏࣔ）

・上هҎ֎にఴ付ॻྨ͕ඞཁͳ場合͕ありますのͰɺ
設水道՝管ཧάルーϓ（ίݐ 83�5413）まͰおい
合わせくͩ ͞いɻ

・町֎にお住まいのํについてɺ住民ථのࣸ͠Λ͝
ఏ出くͩ ͞いɻ

˙डؒظ
平成 30 年７月̕日 ޕલ 8時 30 かΒ
平成 30 年７月20日 ޕ後 5時 15 まͰ

˙ఏग़ઌ
東神楽町ݐ設水道՝管ཧάルーϓ
˞༣ૹ͞れる場合ɺඞͣ特定ه༣ศͰおૹりくͩ
͞い（࠷ऴ日ඞணと͠ ます）ɻ

˙ͦͷଞ
募集ށΛえる申͠込み͕あっͨ場合ɺೖډ者બ
ҕ員会まͨ公開நબ会によりܾ定する༧定Ͱすɻߟ
ৄ͠い内༰ɺݐ設水道՝管ཧάルーϓ（ί 83�5413）
まͰおい合わせくͩ ͞いɻ
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PSPGiMF

দຊ�༑ཬɹ

PSPGiMF

ϦʔηΫɾϦΞφ

̐月ɾ̑月ͷ׆ಈใࠂ

　私が東神楽町に来て１か月目に一番ワクワク
したことは、人生で初めて車を買ったことです。
緑色の車だったので、『えだまめちゃん』と呼ん
でいます。日本とカナダでは運転のルールなどが
異なるため、えだまめちゃんをうまく運転するま
でにいろいろと苦労をしました。そこで今回は、
私が気が付いた違いをいくつか紹介します。
　一番大きな違いは、運転車線の違いです。日本
は左側通行ですが、カナダでは右側通行でした。
特に右折時は混乱することがありました。昨年カ
ナダの実家に帰り、運転したとき、すでに日本の
ルールに慣れていた私は右折後、自然と左車線
に入っていました。幸いにも対向車などが来て
いなかったため、事故を起こさずに済みました。
　もう一つの違いは、車内の構造です。カナダ
の車は左ハンドルでしたが、日本では右ハンド
ルの車が基本です。そのため、運転席（右）に

行くつもりが、たまに助手席側（左）に向かう
ことがあります。また、ワイパーとウィンカー
の位置も左右が逆に付いているので、東神楽に
来たころはよく間違えました。
　ほかにも、運転ルールやスタイルも違います。
例えば、私の出身地であるオンタリオ州では、赤
信号でもほかに車がいなければ右折することが
できます。また、高速道路には『カープールレー
ン』と言われる乗り合わせ車線があります。これ
は、職場の同僚など２人以上が乗り合わせた場
合、通勤時間を短縮するためにあまり混んでい
ない専用車線を使用することができるものです。
　運転方法などの違いに戸惑いながらも『えだ
まめちゃん』と道内のあちこちへ楽しくドライ
ブしてきました。これからのチャレンジは、カ
ナダへ帰国してからの右運転に慣れることです。
皆さん、応援してくださいね！

ӡసϧʔϧͷҧ͍

　４月に始まった、『足腰げんき教室』、『体がかたく

てもヨガ教室』『やさしいエアロビクス教室』も回を

重ね、運動中に元気な声や笑い声が響くようになり、

積極的な質問を下さる方も増えてきました。会場の準

備や片づけをお手伝いして下さり、どの教室もお一人

お一人のご参加とご協力のもと成り立っていることに

感謝しています。

　５月には、『元気にサロン』様よりご依頼をいただ

き、運動や脳トレなどのレクをご一緒させていただき

ました。『足腰げんき教室』でもお馴染みの『ふまねっ

と』や脳を活性化させるために開発された『シナプソ

ロジー』を行って楽しみました。

　５月 30日には『チャレンジデー』が無事終わりま

した。『ラジオ体操』や『ふまねっと』などのイベン

トに来て下さった皆さま、運動の報告を下さった皆

さま、どうもありがとうございました。夜に開催し

た『ボールを使ったエアロビクス』では、ボールがあ

ちこちに転がることを想像していましたが、予想に反

し一糸乱れぬシンクロ！色とりどりのボールが宙を舞

い、回り、弾む様子は、まさにチャレンジデーのハイ

ライトでした。総合体育館での開催でしたが、ひじり

野からも足を運んでいただき、皆さまどうもありがと

うございました。

　６月１日からはプールがオープンしました。昨年は

アクアビクスや水中ウォーキングを４回行いましたの

で、また機会があれば今年も行いたいと思います。

　私が東神楽町に来て１か月目に一番ワクワク
したことは、人生で初めて車を買ったことです。
緑色の車だったので、『えだまめちゃん』と呼ん
でいます。日本とカナダでは運転のルールなどが
異なるため、えだまめちゃんをうまく運転するま
でにいろいろと苦労をしました。そこで今回は、
私が気が付いた違いをいくつか紹介します。

平成30	2018
年ɾ̓ 月　͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β
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ライオンの父さんが子どもたちと散歩に出かけ
た。しばらく行くといろいろな動物が「あら、子
守り ? 感心、感心」と声をかけてくる。「わしは、
子どもと散歩するのが好きなだけだ」。ライオン
親子はどこまで散歩にいくのかな。イクメンのお
手本を動物のライオンにみたてて、ぜひ、ご家庭
の男性の方に読み聞かせをしてほしい絵本です。

˙ 東神楽町図ॻؗ　ὸ 83-4646

ͷಛू݄ࠓ
ਤॻؗͰಛूίʔφʔΛઃ͚
ͯɺςʔϚʹԊͬͨຊΛ·ͱΊͯ
ஔ͍͍ͯ· ɻ͢

˙ିग़ɾ༧ɾࡧݕɹ
ɹޕલ８時30～ޕ後̑時15
ɹ（༧・ࡧݕ平日のみ）
ɹ˞図ॻ館のΧードͰ貸出͕Ͱきますɻ
˙ฦ٫ɹふれあい交流館の開館時間に४͡ますɻ
˙͍߹Θͤɹふれあい交流館（ὸ83�3741）

ΠϕϯτҊ

˙Ұൠॻɹେਓͷֆຊ

北海道コテーδˍΩϟンϓ場ΨΠド    （ࠠ୩ ॆ）
ӢのՌ  （あ͞の あつこ）
女子ܐॴラΠフʂ  （த ྤඒ）
シχアのͨΊのバラഓ  （木 Ҁ子ߴ）
 गҹアートブック̎ޚ （٠ ༸明）
公員のʮ՝ʯの教Պॻ ɹ （দҪ ஐ）
 ࡇ׆ໟೣϗーϜζの෮ࡾ （川 ࣍）
うんこ図ؑ  （ ມߥ）
クマとগ年  （あ ࢜߂）
この΄んΛͳΊちΌμメʂɹ （Πμン ϕンʹバラク）
いͨいのいͨいのとんͰけ～  （୩ࠃ ޱത）

߳り͕ࡊきʂ  （అ 人ඒ）
といっ͠ΐにՈఉࡊ園   （খ川 ）
30 Ͱ３ʂຖ日のふͨり͝んɹ   ɹ （एࢁ ༵子）
ストブ͡Ίま͠て  ɹɹɹɹɹɹ  （େ۲ ༝߳）

このほかにも、東神楽町図書館とふれあい交流館にも

多くの図書が入荷しています。ぜひお越しください。

;Ε͍͋ަྲྀؗͰ
ਤॻؗͷਤॻ͕ར༻Ͱ͖· ɻ͢

７月27日 月図ॻ整ཧ日のͨΊٳ館日とͳ
りますɻ本Λฦ٫͞れるํ図ॻ館ཪޱのブック
ϙストɺまͨふれあい交流館Λ͝ར用くͩ͞いɻ

͓͏·ͷ͓͜
ֆຊΑΈ͖͔ͤձ

̝̤̘
ӳޠͷֆຊΑΈ͖͔ͤձ

ֆຊΛָ͠Ήձh ͓ ·͏ͷ͓͜ʱʹ ΑΔ
ֆຊΑΈ͖͔ͤձ
˙ɹ࣌ɹ７月28日ɹޕલ10時30～
˙ɹॴɹふれあい交流館
Ճྉɹແྉ（事લ申込みෆཁ）ࢀ˙
˙͍߹Θͤɹ東神楽町図ॻ館 （ὸ83ʵ4�4�）

̝̤ ʢ̘)iHBTIikBHuSB 0NPUFOBTIi $MuC
ʹΑΔ
ӳޠͷֆຊΑΈ͖͔ͤձɻ
˙ɹ࣌ɹ７月1�日 ޕ後３時～
˙ɹॴɹふれあい交流館ΩッζルーϜ
Ճྉɹແྉ（事લ申込みෆཁ）ࢀ˙

͖ͯ͢ͳসإͱՖͷ·ͪ�ͻ͕͔͙͠Β　平成30	2018
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(日) つ (月) ʲւͷʳ
図
・
つ

(月)
■パブリックコメント募集開始（～７月31日）（ P４ ）
■脂肪燃えるんピック募集開始（～７月20日）（ P10 ）
■平成31年度町職員採用受付開始 （～８月３日）（ P23 ）

図 (火)

(火) (水) ■１歳半・３歳児健診（ P18 ）

(水) ■乳児健診（ P18 ） (木) ■ＨＯＣ 英語の絵本よみきかせ会（ P27 ）

(木) ■複合施設整備事業基本計画住民説明会（福祉会館）（ P４） (金) ■市民後見人養成研修説明会（ P24 ）

(金)
■複合施設整備事業基本計画住民説明会（ふれあい交流館（ P４）
■わくわく教室（ P18）
■町びと楽芸会出演者 申込締切（ P13 ）

(土)

(土) ■上川管内町村等職員採用資格試験説明会 （ P23 ） (日) つ

(日) つ (月) 図

(月) ■子育て教育相談（ P18 ）■町営住宅および特定公共賃貸住宅申込開始（～７月20日）（ P25 ） 図 (火) ■すくすく広場（ P18 ）■よちのび広場（ P18 ）

(火) ■助産師健康相談 ( 役場 ) （ P18 ）■東神楽幼稚園 幼稚園開放 （ P20 ） (水)

(水) ■子育て講座（ P18 ）■にこにこサロン★志比内（ P18 ） (木) ■スクールバスの運行時間変更（～８月17日）（ P11 ）

(木) ■助産師健康相談 ( ふれあい交流館 ) （ P18 ） (金) ■これっと健康相談（ P18 ） 図

(金)

■ツール・ド・北海道ボランティア申込締切（ P11 ）
■花まつりフラワーパレード 参加申込締切（ P13 ）
■花まつりフリーマーケット出店者 申込締切（ P13 ）
■女性農業者向けトークセッション（ P21 ）

(土) ■にこ父サロン（ P18 ）■おうまのおやこ 絵本よみきかせ会（ P27 ）

(土) (日) つ

(日) つ (月) 図

(火) ■ぱれっと健康相談（ P18 ）

つ 図ؗٳҊ ౦ਆָொਤॻؗަྲྀϓϥβͭͭؗ͡

〒 071-1592  北海道上川郡東神楽町南１条西１丁目
TEL  0166-83-2113   FAX  0166-83-4180
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